
PubMedボタンで PubMedをカンタン利用 
 

PubMed ボタンで入力をカンタンに 

 

この論文を探し出して読まなければならないとします。どうしますか？インターネットに

つながっていて、PDF ファイルを入手できる環境にあれば、それは充分可能です。で
も PubMed ボタンを使えばもっとカンタンにできるのです。  

1) Ref for Windows で新規入力ボタン を押します。  

2)  新規入力は誌名、巻、開始ページだけで充分です。新規入力には辞書の機能
を使うと、この場合は『new eng』くらいまで入力すれば目指す雑誌の入力ができ
ます（念のため、上記の入力は  Source 欄におこないます）。  
要するに New England Journal of Medicine または  N Engl J Med、そして
巻と開始ページの  347:284 だけを入力すればよいのです。  

 
また、UID フィールドに PubMedの PMIDだけを入力する方法もあります。そうしておいて、
オプション設定で（『最初にオプション設定が可能ならば、新たにオプション設定を行う』を

ONにしておいて、表示されるオプション設定で PubMedからの検索の方法の欄の『UIDに
データがあれば PMIDと見なして検索』をONにします。この設定をしておくと、あとは PMID
の入力のみで読み込むことが可能となります。 
PubMed 検索において表示される情報から PMID は簡単に入手することができます。下図
を参照してください。赤線の引いてある 12140307がこの文献の PMIDです。 

 
註  辞書の自動参照はレコード画面で『ツール』－『新規入力で辞書を自動参照』を ON

にしてください。PubMed の single c i tat ion matcher と同じような機能があります。  

3)  ここでレコード画面の方の PubMed ボタン を押します。  
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http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query/static/citmatch.html


 
『OK』ボタンを押したら、あとは PubMed からのレスポンスを待つだけです。数秒
後にデータが読み込まれ、著者名や題名、コメント（アブストラクト）などの情報が

得られます。  
 
この操作で大丈夫なんです。カンタンでしょう！  
 

PDF ファイルをカンタンに入手  

レコードの入力が終わったら、論文の PDF ファイルを入手します。これも PubMed ボ
タンを押すとカンタンです。  

1)  もう一度、レコード画面の方の PubMed ボタン を押します。  

 
2)  今度はデータが充分入力されていますから、『OK』ボタンを押すと、PubMed の
画面に文献の要約が表示され、PDF のダウンロード契約をしている大学や研究
機関ならば、ダウンロードをする入り口のボタンが表示されるはずですから、それ

を押してください（この契約が無ければ、何処にいてもこの作業が合法的にできな

いことは、言うまでもありません）。  
3)  PDF ファイルが画面に表示されたら、それをデスクトップにセーブしましょう。名前
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は何でも結構です。  
4)  デスクトップに表示された PDF ファイルをマウスでドラッグして、レコードの上にド
ロップしてください。これで PDF ファイルはレコードに自動的にリンクされ、デスクト
ップのファイルの方は自動的に削除されるはずです。本当にカンタンですね！  
註  もし自動的に削除されない場合には、リスト画面の方で『ツール』－『リンクのオプシ

ョン設定』をしてください。削除されたファイルは消失したのではなく、文献ファイルの

下のフォルダにセーブされていて、リンク機能でいつでも利用することができますから、

ご安心ください。  

5) PDF ファイルを表示させるには、レコード画面のリンクボタン を押して、表示され

るダイアログの『実行 』ボタンを押すだけです。メモ欄が表示されていれば、Link: 
以下の表示されている行をダブルクリックする方法で PDF ファイルを表示すること
もできます。  

 
 
 

PubMed の検索結果をすばやく取り込む 

PubMed 検索の結果を Ref for Windows にすばやく取り込んで見ましょう。PubMed
の最初のページに見つけ出したい著者名やキイワードを入力する場所があります。  

 
Search PubMed for  以下にその見つけ出したい用語を入力し、Go ボタンを押すと、
直ちに検索が始まります。その結果、227 件のレコードが見つかったとすると、以下の
ように表示がされます。  

 
ここで、Display を MEDLINE に、Send to を File に変更します。表示が以下のよう
に変化します。  

 
続いて、Send to ボタンを押すと、セーブするファイルを指定する画面が出てきます。  
 
PubMed ボタンを使ってすばやく取り込む手順  
1)  ダウンロードファイルの名前はほおっておくと『pubmed-result . txt』に自動的に設
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定されます。ダウンロードファイルの名前は何でもかまいません。これをデスクトップ

に保存します。  

2)  ここで、リスト画面の方の PubMed ボタン を押します。  

3)  表示されたダイアログにおいて、以下のように設定します。  

 
ファイルの名前を入力する必要はありません。『ファイル参照』ボタンを使ってくださ

い。上の例はデスクトップの pubmed-result. txt を読み込む場合の例ですが、
UserName はそれぞれのユーザーの名前になることにご注意ください（この設定は
最初の 1 回だけ必要です）。  
『読み終わった読み込みファイルを自動的に削除する』オプションは ON にしておく
ことをお勧めします。  

4)  ここで OK を押すと、インポートが進行します。  
 
このような設定は次回からは不要です。PubMed ボタンを押して、『OK』ボタンを押す
だけです。これもカンタンですね！  
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